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会員増強・新クラブ結成推進月間に因んで

　新年度が始まり、あっという間に 1 か月が経とうとしています。新年度の各種活動が本格化し、地区の

各部門セミナーへの出席なども重なり、何かと忙しい日々をお過ごしかと思います。

　さて、8 月は、会員増強・新クラブ結成推進月間にあたります。既に、会員増強の成果を出しているク

ラブもありますが、まずは、じっくりと腰を据えて、今年度の増強に向けたクラブの戦略を会員同士で練っ

てみてください。それぞれのクラブの魅力、今年度に目指していること、クラブの特徴などを明確に打ち

出して、勧誘活動をしてみてください。どのようなクラブか、どのようなことを考えているか明確にされ

ていないようなところに、いきなり加わろうとはなかなかしてくれません。また、是非とも、ロータリア

ンがリーダーシップと職業スキルを活かし地域社会の問題に取り組んでいる人たちであり、約束を守ろう

とする人であること、国際平和を目指していることなどを伝えて、そのような我々と価値観を共有できる

人を新会員として迎え入れてください。単に、会員の頭数を増やすというのではなく、ロータリーにふさ

わしい方を探し、長く共に活動できる仲間、いずれは、地域やクラブでリーダーシップを発揮できる人材

を探して仲間に加わって頂きましょう。そのような会員を加えることによって、あなたのクラブは、自ず

とさらに力強いものになっていくはずです。良いクラブか否かは人数で決まるものではありません。しか

し、増強をしていかなければ、会員数は、自然と減少し、現状のクラブの姿を維持できなくなってしまい

ます。その意味で、大きいクラブを目指すところだけではなく、すべてのクラブにとって、増強は、避け

ては通れない課題であると言えます。

　本年度は、楽しいクラブ作りを提唱させていただきました。クラブが会員全員が楽しめる明るく和やか

な雰囲気でなければ、会員自身が新会員を誘う気にもなれません。逆に、雰囲気が良ければ、人は自然と

寄ってきます。会員増強の面でも楽しいクラブ作りは、絶対必要なことです。最後まで、この目標達成の

ためにがんばりましょう。

国際ロータリー第 2770 地区

　ガバナー　浅水　尚伸（越谷南 RC）
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会員増強維持部門あいさつ

会員増強維持は永遠のテーマです！

　この度はご縁をいただき越谷ＲＣから出向し、会員増強維持部門の部門委員長を務めさせていただいて
おります。私の入会は平成１６年の８月で２０１４～１５年度会長を務めさせていただきました。会長が
終わりましてから、地区へは２０１５～１６年度に財団部門の資金推進委員会に所属し、中川部門委員長
や宮崎委員長のご指導をいただきました。
　会員増強維持部門はクラブの基盤を確たるものにするためのとても大切な部門であると考えます。私の
所属する越谷ＲＣでは５月末日現在９６名の会員がおります。私が入会しました当時は７３名でしたので
着実に増強されていることが分かります。会員が増えることによって財政基盤や人的基盤が強化され、た
くさんの有意義な奉仕活動を行うことができます。そして例会や親睦行事等、充実したクラブの運営が可
能になり活性化します。今年度浅水ガバナーの地区数値目標は３０００名とさせていただいております。
楽しいと感じられる、毎週の例会が待ち遠しいと思えるようなクラブからは退会者は出ないと思います。
退会者を出さないことが、現在を維持することが純増に繋がるはずです。地区内７３クラブの会長さんを
はじめ、会員全員が仲間を増やすのだという強い意識を持っていただき、取り組んでいただければ幸いで
す。是非ご尽力くださいますようお願い申し上げご挨拶とさせていただきます。

　２０１６年７月２日（土）越谷コミュニティセンター・ポルティコホールで新年度早々、広報部門・会
員増強維持部門合同による画期的なセミナーが開催されました。冒頭の挨拶で浅水尚伸ガバナーは「昨今、
地区において、多岐にわたる各部門が並立し、いわば縦割りの弊害も生じかねない状況になっているとの
危惧感を募らせている方も多いのではないでしょうか。そんな中、対抗策として今回のセミナーのよう
に、部門合同でのセミナーを開催することは、有意義であり、新たな視点を皆様に提供できるものと大い
に期待しています。また、良い結果となることを期待します。この両部門は、今後のロータリーにおいて
特に重要な役割を担うことになり、有機的な連携を持たせることは今後のロータリーの発展にとって、重
要なテーマ。今年度は、米国ジョージア洲アトランタで開催された第８回ロータリー年次大会で、アーチ
クランフ（当時）会長が、『世界で良いことするために基金を作るのが、きわめて適切だと思われる』と
１９１７年６月１８日に演説をしました。あれから１００周年の年となります。長年の悲願であったポリ
オ撲滅が多くの力の何十年にも渡る結集の結果、いよいよ目前です。このような２つの大きな歴史的転換
期にあたり、いま、世界中の人たちにロータリーを知ってもらう絶好の機会に恵まれました。もっと、知
名度を上げ、どのような人の集まりなのか、何をしようとしているのかを、世界中の人に知っていただく
チャンスです。今こそ同じ価値観を持つ多くの仲間、協力者を作る事です。それは広報と増強の両部門の

会員増強維持部門委員長

　中里　静博（越谷 RC）

広報員会委員長　大熊　勝巳（浦和北東 RC）
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役割です。皆様のクラブで積極的に会員の力をこの両部門に結集してみていただきたい」と話しました。
　この後、渡邊和良広報部門担当諮問委員、田中德兵衞会員増強維持部門担当諮問委員、梶間順子広報部
門委員長、中里静博会員増強維持部門委員長の挨拶。会員増強維持委員会河原畑光一委員長よりセッショ
ンについての説明があり、早速、１グループ約１０名が２０テーブルに分かれ（２１８名参加）、《なぜ
増強が必要なのか？》《取り組みは》、また《どんな人に入会してほしいか》等のセッションについて
ディスカッションをしていただきました。各テーブルで討議が繰り広げられ、「若い人の入会」「女性会
員の入会促進」「もっと広報すべし」「クラブでの活動紹介」と言った意見が聴かれました。このディス
カッションについて後日、冊子にまとめ各クラブに配布をします。
　広報委員会が会員増強のための「クラブ紹介動画ＤＶＤ」サンプル版を制作。内容は写真の画像を
１００枚まで使用可能（１枚の画像紹介約３～５秒）もちろん動画もＯＫ！制作料金は約２万円（税別）
でクラブのオリジナルＤＶＤを制作することができます。制作は地区事務所・広報委員会へ。
　柔軟な心構えと未来志向の気持ちで、このディスカッションでの話題が楽しいクラブ作りのお役立にた
てればと願っております。各クラブで、討議をしていただき、入会者が増えることを期待します。

「会員増強維持は永遠のテーマです！」

浅水ガバナー

梶間広報部門委員長 中里会員増強維持部門委員長
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２０１５～１６年度ソウル国際大会ガバナーナイト報告

　韓国のソウル国際大会の前夜、５月２８日（土）に、韓南のインペリアルパレスソウルホテル行われま
した。ガバナーナイトには、皆様のご理解とご協力を賜り総勢５０６名の登録を頂き盛大に開催されました。
　思い出しますと一年前の５月の連休にガバナーナイトの会場になるホテルの選定に何ヶ所か下見に回り
ました。国際大会が韓国で開催されるという事で大勢の方が参加して頂けるという想定で５００名以上入
る会場を探しましたが、うまいところが無く予算的には、例年よりは若干上まわってしまいましたが、国
際ロータリー第２７７０地区の会員の皆様にふさわしい貴賓高いホテルに選定させて頂きました。
　当日のプログラムは、黙祷、開会のご挨拶をソウル国際大会推進委員長の渡邊和良様で始まり、ご挨拶
をパストガバナーの坂巻幸次様、元ＲＩ会長の田中作次様、元ＲＩ理事の北清治様から頂きました。
　そして参加して頂きました、井原ガバナー、令夫人、パストガバナー、令夫人の方々の紹介を行い、ガ
バナーナイトの儀式であります井原ガバナーの労をねぎらい、そして浅水ガバナーエレクトの激励をこめ
て記念品の交換を行いました。それぞれの令夫人へも花束が贈呈され、木村地区幹事と私し染谷とも記念
品の交換をさせて頂きました。
　乾杯のご発声を井橋パストガバナーにお願いし、懇親会に入りました。久しぶりにお会いする方が懇親
を深める事が出来て良かったとお褒めの言葉を頂きました。
　そして、中締めを大塚パストガバナーにお願いし、閉会のご挨拶を吉田パストガバナーにお願いし、最
後になかなか作れない５００人以上の「手に手つないで」で大きな輪をつくり、楽しいガバナーナイトを
終了することが出来ました。参加して頂きました皆様、ご協力いただきました皆様に、感謝申し上げまし
て報告とさせていただきます。ありがとう御座いました。

国際ロータリー第 2770 地区

地区幹事　　染谷　宗一（越谷南 RC）
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クラブ研修リーダーセミナー報告

文　庫　通　信（346号）
http://www.rotary-bunko.gr.jp

　６月１８日（土）、浦和コミュニティセンターで２０１６～２０１７年度クラブ研修リーダーセミナー
が開催されました。浅水ガバナーエレクト、井橋次年度研修リーダー、大貫ガバナーノミニー、次年度ガ
バナー補佐・部門委員長、各クラブの次年度研修リーダー、会長エレクトの皆さんで、登録者は１００名
を超えました。受付後、各位にお弁当を召し上がって頂いた後、九つのテーブルに分かれて着席して頂き、
ディスカッションに備えて頂きました。
　「クラブ研修リーダーの皆様へお願い」を下次年度管理運営部門委員長が、そして「クラブ研修リーダー
について」を私吉田がお話しさせて頂きました。クラブ研修リーダーの誕生の経緯や目的、役割や研修会
の計画方法等、多岐にわたり駆け足でお話しさせて頂きました。
　グループディスカッションですが、下次年度部門委員長の的確な課題に、時間を忘れて熱心に討議をし
て頂きました。発表は全てのテーブルに。皆さん、持ち時間をオーバーする勢いで事例等をご披露して頂
きました。
　クラブの活性化には、クラブの実情に合わせた研修が必要です。新会員のみならず、ベテランの会員さ
んにも適した研修の方法もあるかと思います。ご出席のクラブ研修リーダーの皆様には、自クラブ活性化
のためリーダーシップを発揮して頂いて、ぜひ楽しいロータリークラブを作り上げてください。

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様のご利用に備えておりま
す。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービ
スも承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、 ご活用願います。
　以下資料のご紹介を致します。

デジタル化されたロータリー文献 (４)

 ◎「ロータリーにおける歴史の重要性」　平島健次郎　関西ロータリー研究会　1973　53p
 ◎「ロータリーの国際奉仕」　佐竹郁夫　旭川R.C.　1979　20p
 ◎「“ロータリー・徽章の物語”－ロータリーの歴史の歩みと共に－」　長崎南R.C.　1980　94p
 ◎「合理化時代と職業奉仕」　西村祥三　関西ロータリー研究会　1983　24p
 ◎「ロータリーは何をしているか」　鳴海淳郎　1986　19p   
 ◎「新会員のためのロータリーの歴史」　佐藤 佶　1987　48p
 ◎「米山梅吉翁物語」　長泉R.C.　1989　26p 
 ◎「ロータリー事始」　佐藤 佶　福島南R.C.　1996　38p
 ◎「ロータリ―雑学のすすめ」　長崎南R.C.　1996　86p
 ◎「ロータリーマジック」　江崎柳節  2010　197P 

　　　　　　　［上記申込先：ロータリー文庫 ]

国際ロータリー第 2770 地区

クラブ活性化委員会委員長　吉田　英一（鳩ヶ谷 RC）

ロータリー文庫
〒105-0011 東京都港区芝公園2-6-15

黒龍芝公園ビル3階
TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506

http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後5時
休館＝土・日・祝祭日
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公式訪問ご報告

川口北ロータリークラブ

さいたま新都心ロータリークラブ

　２０１６年７月１３日 ( 水 ) ２０１６－１７年度の浅水尚伸ガバナー、第１２グループ 市野一郎ガバナー補佐、
地区石川勝利副幹事をお迎えし、公式訪問例会を開催いたしました。
　今年度は、公式訪問が７月第２週ということで、早い段階より委員会構成、各委員会会議開催、活動計画書作成等
に取り組んできました。
　当日は１１時より会長、幹事、副会長との懇談会が開かれ、クラブの現状等について、様々なご指導をいただきま
した。例会においては、パワーポイントを用いて、ガバナーの自己紹介、国際協議会でのお話やＲＩテーマ、地区活
動方針、地区運営方針等について丁寧にご説明いただきました。そして、２０１６規定審議会での変更事項等につい
ては各クラブにて柔軟に対応するようご指導もいただきました。
　また、クラブ協議会においては、各委員会の委員長による今年度の活動方針や事業方針等に関する報告をさせてい
ただき、その報告に対しガバナーより的確なご指導、アドバイスを頂戴いたしました。今後は会員増強等に、より一
層力を入れ、充実したロータリー活動に取り組んでいけるよう努力していく所存でございます。
　最後に懇談会、例会、クラブ協議会、そして懇親会と長時間にわたりご指導を賜り、会員一同心より感謝申し上げ
ます。浅水ガバナー、市野ガバナー補佐ありがとうございました。

　懇談会→昼食→例会（卓話）→クラブ協議会の順に実施されました。例会では前年度・井原ガバナー、木村地区幹
事より浅水ガバナー、染谷地区幹事にバッチの引継ぎが行われました。卓話では、「RI テーマと地区運営」について
分かりやすくご説明されました。クラブ協議会では、各委員長による活動方針発表があり、丁寧にご指導を頂き今後
のクラブ活動に活かしたいと思います。浅水尚伸ガバナー、内田康信ガバナー補佐、ご指導有難うございました。

平成２８年７月１４日
会長：磯　利昭／幹事：小林　忠

平成２８年７月１１日
会長：茂呂修二 ／ 幹事：都築大介
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2016年8月号
発⾏︓Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーデネーター
今月号の担当 Zone 2 RC

■ クラブ数 会員数

Zone １ 832 28,734
Zone 2       653        28,210 
Zone 3       794        33,008 
合計 2,279      89,952

■ My ROTARY未登録者

Zone 1     23,755      82.89%  
Zone 2     22,712      80.58% 
Zone 3     28.793      87.26% 
世界の未登録者は 71.59%

■ BOX登録件数

Zone 1 41件
Zone 2 15件
Zone 3  79件

6月末現在 合計 135件

2016年6月28日現在 のClub Central
のデーターです。

■ 規定審議会

2016年の規定審議会ではロータリーの歴史上、革新的な内容が多く含まれて

います。各クラブの裁量が大きくなり、クラブ自体の責任の重さと選択肢が増え、

地区およびクラブのリーダーの方々は困惑されていると思います。

規定審議会に出られた日本の代議員の方は日本と世界の乖離があり、価値観、

宗教、言語も違い、一つのルールでまとめるのは困難と感じておられました。日

本と世界は流れが異なっており、日本が孤立しないよう、批判をするのではなく

世界に働きかける行動が必要であると思います。選択された立法案は高齢化し

ていくロータリーを止めるために、若い人の入会を促進するためにハードルを下

げた感があります。日本のロータリーはきちんと素晴らしい運営をしています。他

の国に示しをつける価値観を持ち続けてほしいと思います。いずれにしても各ク

ラブが主体です。各クラブの裁量権をもってルールを決めてください。

■ 2016-17年度目標

ＲＩテーマは「人類に奉仕するロータリー」です。全体の目標はまさしく戦略

計画の3つの優先項目そのものであります。特にロータリー財団１００周年の年で

もあり、財団目標も盛り込まれています。

■ 戦略計画

地区にもクラブにも戦略計画は必要です。地区とクラブの戦略計画を整合し、

ダイナミックなクラブを築きましょう。戦略計画はクラブや地区が将来こうありたい

というビジョンを描き、それに添った目標と行動計画を立てることです。そのため

には、単年度を超えた長期的視点が必要です。My ROTARYに登録して、役立

つ情報からスキルと知識を高めてください。

Zones 1 & 2 & 3

国際大会に出席したことがあるロータリアンは早期退会はしないというジ

ンクスがあるそうです。2016年ソウルの国際大会には日本から約7,000人の

登録を得て、ロータリー史上最高となる43,000人が150カ国以上から集まり

ました。（正式な最終登録者数は後日、RI本部より発表される予定です。）

会場の規模も、アトラクションも、それに応えるものでした。多くのブースが

あり、コーディネーターも地域リーダーのブースにてお手伝いをしました。３

月シカゴ郊外のエバンストンにあるロータリー本部で研修をしてきた世界中

のコーディネーター仲間と再会できました。日本からのガバナー、ガバナー

エレクトにも会場でお会いしましたが、残念ながらブースに立ち寄られた方

は少数でした。アトランタでも設営されると思いますので、次回はぜひお立

ち寄りください。（Zone2 RC 田中正規）

ロータリーの戦略計画と目標
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